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新入社員にかけてあげたい言葉、新入社員を
迎える上司・経営者にかけてあげたい言葉集
～風雲急な時期だからこそ心静かに迎えたい～

りけり］
　高杉晋作の顕彰碑にも彫り込まれたこの言葉、後半
は高杉のものではないとの説もあるようだが、世間で
は主に前半の「おもしろきこともなき世を面白く」の
部分だけが、ピックアップされることが多い。その場
合、たとえば新入社員に向ける言葉として使われるの
であれば「自分たちの手で、この世の中を面白くする
ような仕事をしようじゃないか」というような意味合
いで使われることが多い。
　しかし、後半部の「住みなしものは心なりけり」が
加わるとどうなるか。この言葉は前半部の印象のよう
な能動的なものではなくなる。つまり「つまらない世
の中ではあっても、心のもちかた（考え方）一つで、
面白くもつまらなくもなる」という意味合いに変化す
る。「つまらない世を面白くしよう」という能動的な
意味合いでなく、「考え方一つで、この世も案外捨て
たものじゃないですよ」という、「発想の転換」の勧
めになるわけだ。
　維新の英雄・高杉晋作の言葉としては、つい前半部
のみを取り上げ、能動的な意味合いを重視したくなる
人が多いのもわかる。しかし、上士の家柄の出身であ
る高杉晋作は、自らが立ち上げた奇兵隊の主力をなし
ていた下級武士や百姓とは違い、新しい世を強く希求
する心と同時に、伝統的な価値観も解するバランス感
覚があったものと推察される。だからこその後半部な

☆気持ちの持ちようで楽しくもつまらなくもなる
　新年度の到来とともに新入社員を初めて迎える際、
経営者のみなさんは、どのような言葉をかけているの
だろうか。
　伝統の社訓、社是、企業理念などに加え、経営者の
みなさんが好きな言葉、自らが苦境に立ったときに支
えとなった言葉、尊敬する人の言葉、歴史上の偉人や
カリスマ的経営者の遺した言葉――。毎年この時期に
は、出典も意味合いもさまざまな、そうした言葉たち
がそれこそ無数に飛び交うことだろう。
　そんななか、経営者が新入社員にかけたい言葉のラ
ンキングなどでしばしば上位に登場するものの一つが、
幕末の志士・高杉晋作の「あの言葉」である。
［おもしろきこともなき世を面白く 住みなしものは心な

のではないだろうか。
　この高杉晋作の言葉を大きく発展させ、よりバラン
ス感覚の翼を自由に広げた結果に生まれたのではない
かと思われるのが、作家・井上ひさしの作品づくりの
心得を集約したとされる次の言葉だ。
［むずかしいことをやさしく、やさしいことをふかく、
ふかいことをおもしろく、おもしろいことをまじめに、
まじめなことをゆかいに、そしてゆかいなことはあく
までもゆかいに］
　遅筆で知られる井上ひさしが、ある劇作の構想を
練っていたときに、自らを戒めるかのように、呪文み
たいにして唱えた言葉だともされる。
　そしてこの言葉は、松尾芭蕉の「軽み」の精神にも
通じている。軽みの精神とはすなわち「深く考えたこ
とをやさしく語るスタイル」であり、それが芭蕉俳句
の神髄、「古池や蛙飛び込む水の音」「秋深き（し）隣
はなにをする人ぞ」などの、「一見平凡だけれども含
蓄の深い句」だとされる。
　換言すれば「古池や～」や「秋深き～」のように「や
さしく語られているけれども、実は含蓄に富んでいる
言葉」こそが、老若男女の誰の心にも残る言葉なのだ
といえるだろう。しかも、挫折をいたずらに恐れては

いけない、誰にだって失敗は付き物、じっくりやって
いけばいいさというような、威圧感のない、リラック
スさせてあげられるような言葉がなるべく望ましい。
　最後にそんな言葉の見本を幾つか並べておきたい。
「どうせ自分一人の世の中じゃなし、そう自分の思うよ
うに人はならないさ」（夏目漱石）
「普通の人であれば実践的な能力は身につけられる。卓
越はできないかもしれないが、成果をあげるには、平
凡な人並みの能力があれば十分だ」（ドラッカー）
「逃げ出さなければいけないほどの大問題なんて、実は
この世にはないんだよね」（チャールズ・M・シュルツ、
漫画スヌーピーの産みの親）

写真2／かすむ遠山を遠望していると悩み事など忘れてしまう（盛岡市）

写真1／夢のなかの南国みたいな風景で心身をリラックス（高知市）
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